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（３）水産生物被害防止基礎試験 

有毒プランクトン増殖機構解明試験 

柴田晋作・湯口真実・二ノ方圭介

  キーワード；Alexandrium 属，麻痺性貝毒,シスト 

目  的 

 有毒渦鞭毛藻類の一種である Alexandrium tamarense

が増加し,これを貝類が摂食することで,貝類の毒化が起

こる。平成 26年 3月にはアサリ等に国の規制値を超える

麻痺性貝毒が検出されたところである。 

A.tamarense は,増殖に適さない環境下ではシストを

形成し,増殖に適した環境になると発芽し栄養細胞とな

ることが知られている。シストは栄養細胞の増殖の発生

元として重要な働きをしている。そのため，平成 23年度

からシストのモニタリング調査を行っている。平成 27

年度は，26年度 1)に引き続き三河湾 7地点についてシス

トの分布調査を行った。 

材料及び方法 

 平成 27年 9月 15 日に三河湾の 7定点で底泥を採取し

た。底泥の採取には，エクマンバージ採泥器を用い，採

泥した泥の表層 3cm を回収し，シストの計数まで 4℃の

貯蔵庫で保存した。シストの計数は常法 2)により行った。

計数したシストは，サンプル泥の見かけの比重から，1cm３

あたりの密度に換算した。 

結果及び考察 

 平成 27年度の計数結果を図 1に示した。Alexandrium

属のシストは，全ての調査点で確認され，湾の中央部と

東部にシストが多く，その密度は 3～527 cysts/cm３（平

均 208 cysts/cm３）であった。前年の平成 26年度のシス

ト数は 10～329 cysts/cm３（平均 209 cysts/cm３）で，

平均シスト数はほぼ同じであった。 

地点別のシスト数は，例年同様に渥美湾の方が知多湾

よりかなり多い結果となり，渥美湾の中でも東寄りの A7

や A10 のシスト量が多いのも例年同様の傾向であった

（図 2）。 

このモニタリング調査は平成 23 年度から実施してい

るが，今後も栄養細胞増殖の発生元となるシスト現存量

をモニタリングしてデータを蓄積し，貝毒発生の危険性

との関係を明らかにする必要があると思われる。 

引用文献 

1) 柴田晋作･戸田有泉・二ノ方圭介(2014)有毒プラン

クトン増殖機構解明試験.平成 26 年度愛知県水産試

験場業務報告，74. 

2) 有毒･有害種のシストの観察手法と分類．社団法人 

日本水産資源保護協会，東京，pp103. 

  図 1 平成27年の三河湾におけるAlexandrium属の 

    シストの分布（cysts/㎝ 3） 

図 2 地点別のシスト数の推移 
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貧酸素水塊状況調査 

二ノ方圭介・柴田晋作・湯口真実・天野禎也 

大澤 博・島田昌樹・袴田浩友・清水大貴 

  キーワード；貧酸素水塊，面積 

目  的 

 夏季に伊勢湾，三河湾の底生生物の生息に大きな影響

を与える貧酸素水塊の形成状況をモニタリングし，貧酸

素化に伴う漁業被害を軽減することを目的に，関係機関

への情報提供を行った。 

方  法 

 貧酸素水塊の発生時期である平成 27年 6月から 10 月

にかけて伊勢湾の 12 点と三河湾の 25 点において，漁業

取締・水質調査兼用船「へいわ」により，各層の溶存酸

素飽和度(以下 DO)と水温・塩分の測定を行った。また，

伊勢湾については，海洋資源グループと三重県水産研究

所鈴鹿水産研究室から水温・塩分・DOの調査データの提

供を受けた。これらのデータから伊勢・三河湾底層の DO

分布の等値線図を作成し，貧酸素情報としてまとめ，関

係機関に提供するとともに，水試ウェブページで公開し

た。また，等値線図から底層の DOが 10％以下，10～30％

の水域の面積を算出するとともに,1号ブイの水温，塩分，

底層 DO の数値を用いて,貧酸素水塊の消長を明らかにし

た。 

結果及び考察 

三河湾では渥美湾奥部で 6 月 2 日に貧酸素水塊が確認

されたが，その後 7 月 2 日までは貧酸素水塊は確認され

ないか，規模が小さかった。7月 13 日には広く貧酸素水

塊が確認され，8月中旬に最大（201km2）に達した。8月

下旬は台風の影響により，海況自動観測ブイ 1 号で底層

の貧酸素水塊が解消している様子が観測され，その後の

調査では貧酸素水塊が確認されたが，規模は順次縮小し

た（図 1,2）。 

伊勢湾では，6 月 1 日に貧酸素水塊が確認され（グラ

フなし。），6月 22 日には湾中央部を中心に発達し最大

（695km2）となった。8月 3,5 日に外海水の底層のへ侵入

により，湾南東部で貧酸素水塊の中層への持ち上がりや

解消がみられた。また，台風直後の 8月 27 日の調査では

貧酸素水塊は確認されなかった（図 3,4）。 

貧酸素水塊面積の最大値は三河湾が 26年度並み，伊勢

湾では 26年度より小さかった。 

図 1 平成 27 年三河湾の貧酸素水塊面積の推移 

図 2 8 月下旬の 1号ブイ底層 DOの推移 

 図 3 平成 27 年伊勢湾の貧酸素水塊面積の推移 

図 4 伊勢湾（8月 3,5 日）三河湾（8月 4,5日）の底層

DOの水平分布 

注：図 1,3 の日付は調査が複数日にまたがる場合，調査

初日を記載。 
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（４）海域情報施設維持管理 

海況自動観測調査

           二ノ方圭介・柴田晋作・湯口真実・天野禎也 

大澤 博・島田昌樹・袴田浩友・清水大貴 

  キーワード；三河湾，海況変動，自動観測ブイ 

目  的 

 貧酸素，赤潮による漁業被害を軽減することを目的と

して，図表化した海況自動観測ブイデータを関係機関に

提供するとともに，貧酸予報，赤潮予報の基礎データと

する。 

方  法 

 三河湾内の 3 カ所（図 1）に設置した海況自動観測ブ

イ（以下「ブイ」）の保守管理，観測値のクロスチェッ

クを行って信頼性の高いデータ取得に努めるとともに，

毎正時に得たデータを水試ウェブページ，県公式携帯情

報ページへ掲載した。 

 観測項目は，気温，風向風速，表層から底層の水温，

塩分，溶存酸素飽和度（以下 DO），クロロフィル蛍光

強度（JFE アドバンテック社製，以下クロロフィル）,

濁度，流向流速である。 

ブイ番号 設置位置 

１号 34°44.6’N，137°13.2’E 

２号 34°44.7’N，137° 4.3’E 

３号 34°40.5’N，137° 5.8’E 

図 1 海況自動観測ブイ設置位置 

結  果 

 平成 27 年度の各ブイの水温・塩分・DO・クロロフィ

ル・気温の日平均値の変動を図 2 に示した。水質データ

は表層から底層まで鉛直的に観測データを取得している

が，過去データとの比較のため，25 年度まで設置され

ていた旧自動観測ブイの観測層（上層：3.5ｍ，下層：

海底直上 2ｍ）のデータを抽出して日平均を求めグラフ

化した。各項目の特徴は以下のとおりであった。 

(1)水温 

 上層水温は，1 号ブイでみると 4 月下旬から 5 月下旬

は平年（過去 24 カ年平均）より高め，6 月上旬から 7

月中旬まで平年並みから低めとなった。7 月下旬は高め

であったが，8 月上旬に台風の影響により一時的に低め

となった。9，10 月は平年並みから低めとなり，11 月か

ら 3 月にかけては平年並みから高めで推移した。2，3

号も概ね 1 号と同様の傾向であった。下層水温は，各ブ

イとも 4 月から 9 月まで平年に比べて顕著な差はなく，

10 月以降は上層の推移と同様の傾向であった。 

(2)塩分 

上層塩分は，各ブイとも 4 月下旬に平年より低めとな

り，その後 6 月まで上昇傾向となった。7 月下旬及び 9

月中旬に降雨の影響により塩分の低下が著しかった。下

層塩分は，3 号ブイでは外海水の影響による塩分の上昇

がみられ，特に 5 月上旬，5 月下旬及び 6 月上旬に高く

なった。また，台風の影響により上下混合が生じ 9 月に

塩分の低下がみられた。 

(3)下層 DO 

1，2 号ブイでみると 6 月上旬から 7 月上旬までは平

年より高めで推移したが，1 号ブイでは 7 月中旬，2 号

ブイでは 7 月下旬に日平均で 30％以下となった。8 月下

旬の強風と 9 月上旬の台風の影響により海水が上下混合

し貧酸素水塊が一旦解消したが，その後も貧酸素水塊の

発生があり，1 号ブイでは 9 月下旬まで 30％を下回るこ

とがあった。 

(4)上層クロロフィル 

各ブイとも 4 月下旬から 5 月上旬にかけて高い値で推

移した。１号ブイでは 11 月上旬及び 2 月下旬から 3 月

上旬にかけて特に低い値となった。
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（６）沿岸域生物被害予察手法開発試験 

湾奥の干潟・藻場における貧酸素・硫化水素被害回避策の検討・評価 

和久光靖・曽根亮太・石田俊朗

  キーワード；干潟・藻場，流れ，貧酸素水塊，デッドゾーン 

目  的 

三河湾では 1970 年代を中心に，大規模な埋め立てによ

り広範な干潟・藻場が消失した。しかし、湾奥部には六

条潟を始めとした干潟や藻場が残存し，水産有用種や野

鳥など多様な生物の生息場所を提供するだけでなく，湾

全体の水質浄化機能を担っている。その一方で，湾奥部

には浚渫や埋立地による閉塞化により極度に環境が悪化

している水域，いわゆるデッドゾーンが集中し，そこで

発生した硫化水素水や貧酸素水塊が周辺の干潟・藻場生

態系へ大きな打撃を与えていることが明らかとなってい

る。１）本研究は，湾奥部において時空間的に高密度な観

測を実施し，デッドゾーンに起因する周辺の干潟・藻場

の生物被害に対する対策を検討することを目的とした。 

材料及び方法 

三河湾湾奥の干潟・藻場及び隣接する航路・泊地近傍

に設定した St.6，7において平成 27年 6月 19 日から 10

月 13日までの間，海底直上層の流向流速（JFEアドバン

テック社製 Infinity-EM），水温・塩分（JFE アドバンテ

ック社製 Infinity-CTW）及び DO（JFE アドバンテック社

製 RINKO-W）の連続観測を行い 10分間隔で値を記録した

（図 1）。 

結果及び考察 

図2上段に六条潟南部の測点St.6の海底直上における

DO，塩分，流向流速を，DOの顕著な低下が認められた期

間について示す。DOの低下は塩分の上昇を伴っているこ

とから，St.6 における DOの低下は，深場からの高塩分，

低 DO水の湧昇によるものと考えられる。8月 20 日から 8

月 21日にかけて DOが断続的に低下した期間に着目する

と，潮時に関係なく，北東向きの流れが持続していた。

このときの六条潟南部縁辺部の St.7 の底層の状況を見

ると，高塩分の貧酸素水に占められ，南西向き，北東向

きの流れが交互に認められた（図 2下段）。北東向きの流

れの 2～4時間後に St.6 の DO が低下した。これらのこと

から，この期間のSt. 6におけるDOの低下は南部の深場，

すなわち航路・泊地由来の貧酸素水の湧昇によって引き

起こされたと考えられる。また，8 月 25 日にも DO の低

下が認められたが，このとき St.6 底層では顕著な東向き

の流れが持続していた。三河湾湾央にある愛知県水産試

験場自動観測 1号ブイ（図 1中 St.0）の観測記録による

と，8 月 24 日から 8 月 26 日にかけて，強い東風の連吹

が捉えられており，St.6 底層の顕著な東向きの流れはこ

れによって引き起こされたと考えられる。8月 19 日には

渥美湾の広範囲で貧酸素水塊の形成が観測されており２），

8 月 24～26 日の DO 低下は，この六条潟前面に形成され

ていた貧酸素水塊の湧昇によるものと考えられる。この

ように，三河湾奥部に位置する六条潟における DOの低下

は，南に隣接する航路・泊地底層と，湾央部底層に形成

された貧酸素水塊，それぞれからの湧昇によりもたらさ

れていることが明らかとなった。  

引用文献 

1) 和久光靖・金子健司・鈴木輝明・高倍昭洋（2012）

沿岸域におけるデッドゾーンの分布-三河湾の事例-. 

水産海洋研究，76，1-10. 

2）曽根亮太・和久光靖・石田俊朗(2016)貧酸素・硫化

水素に対する底生魚介類資源の応答解明．平成 27年度

愛知県水産試験場業務報告，81-82． 図 1 測点図
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図 2  St.6（上段）と St.7（下段）における海底直上の溶存酸素飽和度（DO），塩分及び流向流速の推移 

上段破線は三河港の実測潮位を示す 
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図 1 調査測点（St.1～9：水質観測及び底生

魚介類調査，St.10，11：水質観測のみ）

六
条
潟

貧酸素・硫化水素に対する底生魚介類資源の応答解明  

曽根亮太・和久光靖・石田俊朗

  キーワード；貧酸素水塊，底生魚介類，カレイ類，ガザミ，クルマエビ，シャコ  

目  的 

夏季の貧酸素水塊は底生魚介類の生息を困難にし，こ

れらを漁獲対象種とする底びき網漁業に大きな影響を与

えている。そこで，貧酸素水塊及び貧酸素化に伴い生成

される溶存硫化物が底生魚介類資源に与える影響を評価

するために，三河湾東部海域（渥美湾）において春季か

ら夏季の貧酸素化の進行過程にかけて，水質観測ととも

に底びき網調査を行った。 

材料及び方法 

調査は渥美湾に 11 測点設定し（図１），平成 27 年 5

月～8月にかけて各月 1～2回の合計 6回実施した。魚介

類の採捕は小型機船底びき網（えびけた網，総トン数 5.5

トン）により行い，けた幅は 5.0 m，袋網は 7 節（目合

い約 5.0cm）を用いた。1回の曳網は約 500m を目安とし，

実際の曳網距離は GPS（Garmin 社製 eTrex）の航跡記録

から算出した。投網前及び揚網後に表層（水面下-0.5m）

及び底層（底上+0.5m）について多項目水質計（JFE アレ

ック社製 AAQ1182s-H）を用いて，水温，塩分及び DO を

測定した。また，北原式採水器を用いて海底直上水（底

上+0.5m）を採取し，ヨウ素滴定法（JIS K0102）により

硫化物イオン濃度を測定し，溶存硫化物濃度とした。採

捕された魚介類サンプルは可能な限り下位の分類群まで

同定を行った後，個体数を計数し，分類群ごとの総湿重

量を測定した。ここでは，個体数及び湿重量において優

占し，かつ水産有用種であるカレイ類（イシガレイ・メ

イタガレイ・マコガレイ），ガザミ，クルマエビ及びシャ

コを主要魚介類として取り扱った。 

結果及び考察 

5月から8月における底層DOの推移を溶存硫化物濃度

または主要魚介類の個体数密度とともに図 2に示した。

底層 DOは 5 月 20日から 6月 23 日までは局所的に DO 2 

mg/L 以下となる水域も見られたが，顕著な貧酸素化の進

行は見られなかった。7 月 7 日になると湾北部において

貧酸素化が進行し，低 DO 水域が拡大した。7 月 29 日に

は湾北部の DOは回復したが，他の水域で DOが極度に低

下し，St. 6 では 0.4 mg/L の溶存硫化物が確認された。

8月 19 日には水域のほとんど全てが DO 1 mg/L 以下とな

り，湾北部を中心に溶存硫化物濃度が上昇し，St.2 で最

大の 3.6 mg/L となった。主要魚介類についてはカレイ類

やシャコは 5月 20日から出現し，広く分布していたが，

St. 1，2，6などの湾北部や湾南部の St.9 では少ない傾

向にあった。クルマエビは 5月 20 日にはほとんど出現が

見られなかったが，6月 9日に六条潟周辺の St. 3，4に

おいて出現し，その後は沿岸域（St.1，3，4，5，7，9）

で分布が見られた。ガザミは 6月 23日までは出現がわず

かであったが，7 月 7 日以降は St.1～5，7，9 の沿岸部

で分布が見られた。一方で，極度に DOが低下し，貧酸素

化が拡大した7月29日には主要魚介類の分布域は縮小し，

個体数は大きく減少した。また，ほぼ全ての水域で無酸

素化した8月19日には主要魚介類の分布はほとんど見ら

れなかった。St. 8 における水試 1号ブイの DO連続観測

値と主要魚介類の出現状況を対比したところ，各種が応

答する底層 DOに差異が見られた（図 3）。St.8 の DO 連続

観測値は大きく変動を伴うものの 6 月末までは 3 mg/L

以上を維持していたが，その後貧酸素化が進行した。こ

れに対して各種の個体数の減少時期には多少のずれがあ

り，クルマエビ，ガザミ，イシガレイ，シャコの順番で

早期に個体数が減少した。この時の DO推移状況から出現

閾値を推察すると，クルマエビでは約 4.0 mg/L，ガザミ

及びイシガレイでは約 3.0～4.0 mg/L，シャコでは約 2.0 

mg/L であると考えられた。 
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図 2 底層 DO及び溶存硫化物（上段）と主要魚介類（下段）の時空間変化 

平成 26 年度に行った三河湾全域を対象とした底生魚

介類調査では，１）貧酸素化が本格化する前の渥美湾奥部

には底生魚介類が豊富に分布し，特にクルマエビやイシ

ガレイなどの重要水産資源が若齢期の生育場として高度

に利用していることが明らかとなった。一方で，貧酸素

化の進行した夏季にはその分布域は消滅していた。平成

27 年度はその渥美湾奥部おける底生魚介類の減耗過程

を明らかにするために時間的に詳細な観測を行った。5

月から 6月に採捕されたイシガレイはその体長組成から

前年 12月から当年 1月の発生個体，クルマエビは前年の

秋季発生個体（晩期発生群）が主体であると考えられ，

渥美湾奥部が若齢個体の生育場であることが改めて示さ

れた。しかし，7 月中旬以降の急速な貧酸素化の進行に

より，各種の個体数が急減した。また，St.8 における DO

連続観測と各種の出現分布状況から従来の室内実験によ

り導かれる貧酸素耐性値２-４）よりも高い濃度で応答して

いることが明らかとなった。一方で，貧酸素化の進行に

伴う浅場への目立った逃避は見られなかったことから，

多くの個体が死亡により減耗したと考えられた。 

渥美湾奥部ではわずかに残された周辺の干潟域が魚介

類の初期生活史の場として機能し，沖合を含めて若齢期

の生育場となるが，沿岸開発に伴う直立護岸や大規模な

航路・泊地が数多く存在し，かつ逃避場として機能する

有効な浅海域が少ないことにより，貧酸素化の進行に伴

って多くの魚介類が逃避できずに死滅し，生活史が遮断

されているものと考えられた。 

引用文献 

1) 曽根亮太・和久光靖・山田 智（2015）貧酸素・硫

化水素に対する底生魚介類資源の応答解明．平成 26

年度愛知県水産試験場業務報告，82-83. 

2) 矢持 進・有山啓之・佐野雅基（1998）大阪湾湾奥

沿岸域の環境修復：境泉北港干潟造成予定地周辺の水

質・底質ならびに底生動物相とマコガレイの貧酸素に

対する応答．海の研究，7（5），293-303. 

3) Yamochi, S., Ariyama, H., and Sano, M. (1995) 

Occurrence and Hypoxic Tolerance of the Juvenile 

Metapenaeus ensis at the Mouth of the Yodo River, 

Osaka. Fisheries science, 61(3), 391-395. 

4) 浜野龍夫・山元憲一（2005）漁場におけるシャコの

分布に影響する 2つの要因，走流性と貧酸素耐性，に

関する研究．水産大学校研究報告，53（3），117-129. 

図 3 St.8（水試 1号ブイ）における底層 DO連続

観測値（実線）と主要魚介類（四角）の出現状況 
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（７）内湾環境調査技術開発試験費 

航路・泊地における溶存硫化物発生抑制に関する技術開発 

和久光靖・曽根亮太・石田俊朗

  キーワード；干潟・藻場，溶存硫化物，貧酸素水塊 

目  的 

航路・泊地等，人為的環境改変水域においては，局所

的環境悪化に伴い，底質から溶存硫化物が溶出し，底層

水が極度に無酸素化することが明らかになっている。こ

れら溶存硫化物を含む無酸素水の湧昇現象により，周辺

浅場生態系が頻繁に大きな打撃を受け，漁業被害も頻発

していることから，その対策が喫緊の課題となっている。

この問題に対して，底質中に鉄などの金属が存在するこ

とによって，水中への溶存硫化物の溶出が抑制できる可

能性が指摘されている。本研究では，底層における硫黄

と鉄の物質循環に着目した実海域の観測を通じて，底層

における溶存硫化物発生機構を定量し，得られた情報を

もとに鉄添加による硫化物発生抑制効果について検証を

行うことを目的とした。 

材料及び方法 

図 1に示す 4測点（St.0, St.8, St.9, St.10）におい

て平成 27年 4月から平成 28年 3月にかけて毎月 1回，

潜水により柱状採泥を行った。試料は表面から層別（0

～1，1～2，2～3，3～4，4～5，5～6，9～10，15～16 cm

層）に切り，各層における溶存硫化物，硫化鉄，溶存態

鉄を分析した。 

結果及び考察 

溶存硫化物は各測点とも，春季から夏季にかけて分布

深度が上昇し，航路の St. 8，9，10 では 8月 10 日に底

泥表面に溶存硫化物が到達した（図 2）。その後，冬季に

かけて表面付近の溶存硫化物が消失し，分布深度が低く

なった。溶存態鉄は春季には表面付近に分布していたが， 

7，8月には全層で枯渇した。その後，10月以降は各測点

とも表面付近の濃度が再び上昇した。硫化鉄は，いずれ

の測点においても，溶存態鉄の枯渇とともに夏季に表面

付近の濃度が高くなったが，10月以降は表面付近の濃度

が低下した。 

このように，春季から夏季にかけて，底泥中で発生し

た溶存硫化物の一部は溶存態鉄により硫化鉄として捕捉

され，溶存態鉄による発生抑制効果が認められたものの，

溶存態鉄の枯渇に伴い，底層水中へ溶出していることが

明らかとなった。また，秋季から冬季にかけては，硫化

鉄は徐々に酸化され溶存態鉄となり，翌夏再び溶存硫化

物の発生抑制に寄与することが示唆された。 

図 1 測点図
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図 2 各測点（○：St. 0，■：St. 8，▲：St. 9，●：St. 10）における溶存硫化物（上段），溶存

態鉄（中段），硫化鉄（下段）の鉛直分布。 
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１ 漁業者等研修 

岩瀬重元・柳澤豊重・中嶋康生・武田和也

表 平成 27年度愛知県漁民研修実績 

研　修　項　目 月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

回　数 1 6 6 1 6 7 6 3 3 1 2 2 44

日　数 1 6 6 1 6 7 6 3 3 1 2 2 44

延人数 5 65 113 4 72 167 114 13 53 34 36 46 722

回　数 1 1

日　数 1 1

延人数 16 16

回　数 1 1 1 1 4

日　数 1 1 1 1 4

延人数 99 13 85 21 218

回　数 1 2 3 1 1 1 9

日　数 1 2 3 1 1 1 9

延人数 40 114 145 19 69 110 497

回　数 1 1 1 1 2 1 1 8

日　数 1 1 1 1 2 1 1 8

延人数 16 6 16 12 44 18 16 128

回　数 4 3 1 6 5 3 2 4 6 2 36

日　数 4 3 1 6 5 3 2 4 6 2 36

延人数 111 117 36 207 222 87 11 40 143 76 1,050

回　数 6 11 9 13 11 11 10 10 9 3 3 6 102

日　数 6 11 9 13 11 11 10 10 9 3 3 6 102

延人数 132 228 263 487 294 273 206 110 196 162 121 159 2,631

研究グループ研修

少年少女水産教室

水産技術交流研究

小中学校等総合学習

水産業普及指導員研修

その他研修

合　　計
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２ 漁業者等相談 

                         岩瀬重元・柳澤豊重・武田和也・中嶋康生 

目  的 

 近年、漁業や養殖業に関する相談や漁場環境に関する

問い合わせが増加しており，その内容も年々多様化して

いることから，水産試験場の研究課題だけでは対応しき

れないこともある。 

 このため，漁民相談員（非常勤職員）を水産試験場本

場及び漁業生産研究所に各一名配置し，広く内外の情報，

資料を収集し，各種相談に対応した。 

表 平成 27年度月別相談件数及び人数

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計

件数 1 6 2 3 2 2 1 4 2 5 11 3 42

人数 1 6 2 3 2 2 3 58 31 5 210 108 431

件数 3 2 3 1 0 4 2 1 0 1 0 1 18

人数 3 21 22 1 0 28 27 1 0 1 0 3 107

件数 0 6 1 0 2 1 4 3 1 2 0 4 24

人数 0 6 1 0 2 1 4 3 1 3 0 4 25

件数 0 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 6

人数 0 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 6

件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

人数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

件数 3 2 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 9

人数 3 2 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 9

件数 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2

人数 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2

件数 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2

人数 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2

件数 0 0 0 1 0 1 2 0 0 1 0 0 5

人数 0 0 0 3 0 19 70 0 0 110 0 0 202

件数 0 0 0 0 3 0 1 0 0 0 0 0 4

人数 0 0 0 0 11 0 631 0 0 0 0 0 642

件数 3 3 1 2 3 0 4 0 0 0 1 1 18

人数 12 101 1 2 3 0 4 0 0 0 1 2 126

件数 11 19 11 8 12 13 14 8 3 10 12 9 130

人数 20 136 30 10 20 55 739 62 32 120 211 117 1,552

件数 7 16 9 5 7 3 5 3 2 6 7 5 75

人数 7 16 9 5 7 3 5 3 2 6 7 5 75

件数 4 6 2 3 5 6 5 2 1 4 2 2 42

人数 13 120 21 5 13 48 731 14 30 114 34 5 1,148

件数 0 0 0 0 0 4 1 3 0 0 3 2 13

人数 0 0 0 0 0 4 3 45 0 0 170 107 329

その他 報道関係、漁業就業者問い合わせ、文献照会等

講習見学 水試公開デー、水試見学、水産研究の現状

教育関係 愛知の漁業、愛知の海の特徴、総合学習指導

気象海況 赤潮の原因、赤潮の色

水質公害 伊勢、三河湾の貧酸素状況について、苦潮

流通加工 シラス・干物等に混入・付着した異物、アナゴ干物の異物

マス類増養殖相談、河川漁業等(巡回指導)

アサリ資源の動向、海水魚の飼育、魚介類の名称、貝類の養殖法

栽培漁業

　淡水養殖

増

養
殖

　藻類養殖 ワカメの付着物、海苔糸状体の状態と培養方針・海苔貝殻糸状体培養対策・芽付きの把握と対策

　海産養殖

項　目 主な相談内容

漁船漁業 シラスの動向予測・網への付着物対策・網目規制の効果について、今期のコウナゴ資源状況

来　場

巡　回

　　[　相談相手　]

通　信

その他

合　　計

教育関係

講習見学

水質公害

気象海況

淡水
養殖

栽培漁業

流通加工

漁船漁業

増

養

殖

藻類

養殖

海産

養殖

項　目
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